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　近い将来、宮城県沖を震源とする大規模地震が高い確率で発生すると予想されています。

　市では、こうした地震災害に備えて、耐震診断や耐震補強工事などに対する助成事業を行っていま

す。申込件数に限りがありますので、早めに申し込みください。

生垣などの設置
ブロック塀などの

撤去
耐震補強工事耐震診断区　分

危険なブロック塀など

の撤去に伴う新たな塀

の設置工事に対し、そ

の費用の一部を補助し

ます

倒壊の恐れがある危険

なブロック塀などを取

り壊す場合、その費用

の一部を補助します

壁や基礎の補強、腐食

部分の改良などを行う

ことによって、地震に

対する安全性を高める

工事に対し、費用の一

部を補助します

専門家による木造住宅

の耐震度合いの診断に

対して、その費用の一

部を補助します
事業の内容

①危険ブロック塀など

　の撤去跡地への軽量

　な塀の設置工事

②高さ１ｍ以上の苗木

　を50ｃｍ以下の間隔

　で設置

③高さ60ｃｍ以上の　

　フェンスや板塀の設

　置

①スクールゾーン内の

　通学路などの路面か

　らの高さが１ｍ以上

　（擁壁上の場合は60　

　ｃｍ以上）

②平成１４・１５年度の実

　態調査の判定が｢Ｄ・

　Ｅ」

③一部撤去の場合は、　

　道路からの高さを50

　ｃｍ以下に改修する

　場合

耐震精密診断、または

今後受ける耐震診断の

総合評点が1.0未満の住

宅で、改修工事完了後

の総合評点が1.0以上と

なる工事

①昭和５６年５月３１日以

　前に着工した住宅

②戸建ての木造住宅

③過去に耐震精密診断

　などを受けていない

　こと
補助対象

床面積が200㎡以下の
場合 144,000円

経費

補助率＝１／３
上限＝100,000円

補助率＝4,000円／㎡
上限＝150,000円

補助率＝１／３
上限＝300,000円

136,000円補助額

8,000円個人負担

５件５件１０件３０件申込可能件数

１２月２５日（金）まで申込期限

建設部 建築住宅課建築係（中田庁舎内）または、各総合支所 地域生活課 産業建設係に備え付け
の申込用紙に必要事項を記入の上、申し込みください

申込方法

建設部 建築住宅課　建築係　　緯　０２２０（３４）２３１６問い合わせ

※　建物の規模などの状況によって、耐震改修経費や個人負担額に違いが出る場合があります。

■市が助成する耐震改修事業

地震への備えに！
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※建築住宅課からのお知らせ

　４月上旬に配布した地震防災情報マップの下記の点について訂正いたします。
　・「災害用緊急ダイヤル」　誤「１１７」→正「１７１」
　・「ゆれやすさマップ」裏面　誤「建物の地震化が重要です」→　正「建物の耐震化が重要です」
　・「ブロック塀や石塀の地震対策をしましょう」下段　誤「建築基本法」→正「建築基準法」
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場所期間地区

迫総合支所２階大会議室
６月１９日（金）
６月２２日（月）～２５日（木）

迫

登米総合支所市民福祉課６月２３日（火）～２５日（木）登米

東和総合支所市民福祉課６月２２日（月）～２６日（金）東和

中田総合支所市民福祉課
６月１７日（水）～１９日（金）
６月２２日（月）～２６日（金）

中田

豊里総合支所１階相談室６月２５日（木）～２６日（金）豊里

米山総合支所市民福祉課６月２３日（火）～２５日（木）米山

石越総合支所市民福祉課６月２５日（木）～２６日（金）石越

南方総合支所１階相談室１６月２３日（火）～２５日（木）南方

津山総合支所１階相談室２
横山出張所

６月２３日（火）～２５日（木）津山

児童手当現況届受付期間・場所

※受付時間などは個別通知書でご確認ください。
※上記期間に都合がつかない人は、６月中に各総合支所市民福祉課の窓口で手続き
をしてください。
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  新型インフルエンザの流行に伴う　　　　　　　　
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　市では国際感覚豊かな青少年を育成することを目的に、世界４カ国（アメリカ、オーストラリ

ア、カナダ、ドイツ）へ中高生を派遣しています。

　しかし、新型インフルエンザの感染拡大により、今年度の生徒の海外渡航については、派遣団員

の安全確保を第一に考慮した結果、中学生を対象とした、オーストラリア、カナダ、ドイツの３

コースは下記の理由により、中止することになりましたのでお知らせします。

※高校生を対象とした、アメリカコースについては、実施時期が来年の３月のため現段階では、判

　断を保留としています。

　

今後とも市青少年海外派遣事業につきまして、市民皆さんのご理解と、ご協力をお願いいたします。

【問い合わせ】市教育委員会生涯学習課　社会教育係　 ０２２０（３４）２６９８

■現在の海外情勢で海外へ渡航することは、参加する生徒の安全を確保することが極めて困難である。

■同じ便に新型インフルエンザの感染の疑いがある乗客がいた場合、派遣団員も隔離される場合がある。

■成田空港には海外からの入国者が多く、新型インフルエンザに感染した人との接触が懸念される。

■新型インフルエンザには７日間前後の潜伏期間があり、感染に気付かず通常の学校生活を送った場合、市内の

　学校を中心とした流行が懸念される。


